
第 79回

　
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
因ち
な
ん
で
、
今
回
は
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
南

側
の
宍
戸
駅
前
通
り
と
友
部
駅
前
通
り
を
東
西
に
結
ぶ
、
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
新
設
や
道
路
沿
い
の
変
遷
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
、宍
戸
尋
常
高
等
小
学
校
（
現

宍
戸
小
学
校
）
前
に
宍
戸
町
役
場
庁
舎
（
現
歴
史
民
俗
資
料
館
）

が
落
成
し
、役
場
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、友
部
の
人
々

が
役
場
へ
出
向
く
に
は
、
水
戸
坂
か
ら
大
田
町
を
経
て
旧
陣
屋
を

通
る
道
と
、
大
沢
か
ら
橋は
し

爪づ
め
を
経
た
平
た
い
ら

町ま
ち
の
川
沿
い
の
道
が
主
要

な
道
路
で
し
た
。
町
当
局
は
常
磐
線
の
踏
切
を
渡
り
、
最
短
距
離

で
往
来
で
き
れ
ば
町
民
の
便
利
さ
が
増
し
町
全
体
が
発
展
す
る

と
い
う
構
想
の
下も
と

、
新
た
な
道
路
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

昭
和
十
四
年
に
踏
切
以
西
を
第
一
期
工
事
区
間
と
し
て
、
同

庁
舎
か
ら
、
や
や
北
方
の
宍
戸
駅
前
通
り
の
平
町
字あ
ざ

殿と
の

町ま
ち

を
西

の
起
点
と
し
ま
し
た
。
同
地
点
か
ら
宍
戸
陣
屋
跡
の
南
側
を
東

方
へ
進
む
と
、
橋
爪
字
古ふ
る

舘だ
て

（
旧
陣
屋
三
区
）
で
す
。
同
地
は

周
り
よ
り
少
し
高
く
、
中
世
に
は
館や
か
たが
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

東
へ
進
み
、
溜た
め

池い
け

北
側
を
高
台
へ
向
け
て
坂
道
を
造
成
し
、
幅

員
六
メ
ー
ト
ル
の
砂
利
道
路
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
坂
道

は
、
後
に
童
謡
詩
人
野の

口ぐ
ち

雨う

情じ
ょ
うの

生
涯
を
も
と
に
創
作
し
た
映

画
「
雨
情
」
の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
、
雨
情
役
の
名
優
森も
り

繁し
げ

久ひ
さ

彌や

が
坂
道
を
歩
い
て
下
る
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
道
を
上
り
詰
め
た
所
に
「
八は
ち

幡ま
ん

下し
た

」
の
地
名
表
示
板
が
あ

り
ま
す
。八
幡
下
は
国
土
地
理
院
発
行
の
地
図
に
あ
る
地
名
で
、

常
磐
線
西
側
の
高
台
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
八
幡
神
社
は
橋
爪

字
花
坂
の
台
地
南
側
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
明
治
中
頃
ま
で
八は
ち

幡ま
ん

台だ
い

西
方
の
字
八は
ち

幡ま
ん

山や
ま

に
祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
常
磐
線
の

開
通
で
線
路
の
西
側
に
移
さ
れ
、
大
正
期
の
同
線
複
線
化
で
境

内
の
大
半
を
失
い
ま
し
た
。
氏う
じ

子こ

や
関
係
者
が
同
社
の
存
続
を

考
え
、
用
地
寄
付
者
を
頼
り
、
現
在
地
に
社
殿
を
新
築
し
遷せ
ん

宮ぐ
う

し
ま
し
た
。

　

踏
切
が
中
間
地
点
で
、
残
り
の
友
部
駅
前
通
り
ま
で
の
第
二
期
工

事
が
順
調
に
進
み
、
昭
和
十
五
年
に
こ
の
計
画
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

踏
切
名
は
「
警
察
前
踏
切
」
で
す
。
戦
後
、
自
治
体
警
察
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六

年
十
月
に
笠
間
地
区
警
察
署
と
な
り
、
宍
戸
町
に
警
部
補
派
出
所

が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
派
出
所
は
、
踏
切
東
側
の
角か
ど

地ち

（
現
友
部
中
学
校
駐
車
場
）
に
あ
り
ま
し
た
。
同
四
十
二
年
三

月
、
友
部
駅
前
に
笠
間
警
察
署
管
轄
の
派
出
所
が
新
設
さ
れ
同
地

に
移
転
し
ま
し
た
。

　

道
路
南
側
の
広
い
草
地
（
現
中
央
四
丁
目
）
に
は
、
昭
和

二
十
八
年
五
月
、
宍
戸
中
学
校
（
現
友
部
中
学
校
）
が
新
築
さ
れ

筑
波
海
軍
航
空
隊
跡
の
校
舎
か
ら
移
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
笠
間
市
役
所
の
辺
り
は
笠
間
営
林
署
の
所
有
地
で
、
大

田
町
字
当と
う

ノ
越こ
し

地
内
（
現
中
央
三
丁
目
）
に
、
宍
戸
・
北
川
根
・

大
原
の
三
町
村
合
併
及
び
鯉こ
い

淵ぶ
ち

村
の
一
部
編
入
後
の
友
部
町
役
場

庁
舎
が
昭
和
三
十
三
年
六
月
に
落
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
央

公
民
館（
現
友
部
公
民
館
）・
友
部
消
防
署
庁
舎
が
竣
工
し
ま
し
た
。

ま
た
、
友
部
駅
前
周
辺
の
区
画
整
理
事
業
が
進
み
、
区
画
内
の
道

路
と
役
場
前
の
道
路
が
接
続
し
ま
し
た
。
桐き
り

畑ば
た
けが

点
在
す
る
平
坦

な
土
地
に
道
路
が
開
か
れ
る
と
道
路
沿
い
に
住
宅
や
商
店
が
建
ち

始
め
、
映
画
館
も
開
館
し
ま
し
た
。
駅
前
通
り
の
東
の
起
点
周
辺

は
、
平
町
地
内
で
し
た
。
東
方
の
柿か
き

橋は
し

へ
通
じ
る
道
路
と
も
繋つ
な

が

り
、
信
号
機
に
「
平
町
交
差
点
」
と
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
道
路
は
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
三
月
か
ら

笠
間
市
の
市
道
（
友
）
一
級
十
三
号
線
に
な
り
ま
し
た
。
八
十
余

年
の
間
に
舗
装
・
拡
幅
さ
れ
、
歩
道
も
設
け
ら
れ
て
便
利
で
安
全

な
道
路
に
変
わ
り
ま
し
た
。
生
活
道
路
・
通
学
路
で
あ
り
、
緊
急

自
動
車
が
出
動
す
る
大
切
な
道
路
で
す
。
な
お
、
警
察
前
踏
切
以

東
は
「
ま
ご
こ
ろ
通
り
」
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
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昭
和
前
期
に
開
通
し
た
宍
戸
と
友
部
を
結
ぶ
道
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